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＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞
１．名　　称：「Happy Friday in 霞城セントラル」

活動の様⼦の写真
成果物の写真
活動内容の追加コメント

　地域野菜を直接購入できることによる集客とそれによる賑わいの創出

＜成果＞

　イベント向けの野菜を意識的に集中して栽培できる体制を整えることができた。

３　問題点　

　販売活動において利用者個々の能力差があり、接客の難しさを共有できなかった。

３対象者のメリット
 対面販売を経験することによる一般就労への支援

1　実施した結果　

　新鮮な野菜を直接お客様に届けることができた。

２　得られた成果

４．場　　所：JR山形駅西口　霞城セントラル1階「アトリウム」

５．日　　程：令和4年4月～翌年令和5年3月の毎月一回（原則金曜日開催）

1　地域連携活動のねらい

　利用者の日常就業活動が地域社会貢献に結びついていることを体験させる。

２　地域にとってのメリット

就労継続⽀援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書
事業所名 蔵王の恵農場

２．目　　的：霞城セントラル1Fアトリウムを使用したイベントとして物産販売等
を行うことで、ビル内で働く人にも利用してもらい、賑わい創出を図る。

主　　催：（公社）山形県観光物産協会　共催：山形県グリーン・ツーリズム推進協議

事業所番号 610100752

住 所 ⼭形市富神台１２番地 管理者名 ⼭⽥彰⼀
電話番号 090-5750-8316 対象年度 令和3年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意⾒または評価
１　連携した結果に対する意見または評価

　伝統野菜などお客様にアピールする作物など提供できる野菜の種類を増やしてほしい。

　これまで果実を扱うお店が多く出店していたが、野菜を販売する店ができたことはお客様にとってもいいこと、継続してほしい。

２　今後の連携強化に向けた課題

連携先企業名 ⼭形県グリーンツーリズム推進協議会 担当者名 笹原智⼦

　葉物野菜の鮮度保持が難しい。

　県外からの来県者に提供できる作物を考えられないか。

様式１


